
東日本大震災復興支援 ひとりの小さな手プロジェクト通信 NO.28 

                                                               ２０１８．１０．１９ 

 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

 

 

 

 
 
 
 

 

 暑い暑い夏が過ぎた後の心地よい秋の陽気は本当に短く、近頃はもう、朝晩

の肌寒さに上着が手放せなくなりました。目に映る景色や空の色の変化に季節

の移り変わりを感じる日々の中、これから冬の寒さに向かう被災地に心を寄せ

つつ「ひとりの小さな手 通信 第２８号」をお届けします。 

 この数か月の間に、豪雨、台風、地震という大きな自然災害によって、各地

で多くの方々が被災されました。大切な尊い命が奪われ、今まで目の前にあっ

た光景が、当たり前のように続いていた日常生活の流れが失われた被災地の姿

に、私たちは抗いようのない自然の力の大きさと無常さを突き付けられまし

た。被災した地域があまりに広範囲で被害の状況が深刻なため、私たちに何が

できるのか、私たちの小さな支援をどのように届けて行けばよいのか、とまど

い迷うこともありますが、このような状況だからこそ、よい方向や道筋を求め

ながら、より積極的に活動していきたいと考えています。 

 先日、福島の漁業に携わる方の７年間を追った番組が放映されていました。

東日本大震災から７年半が経った今も、先の見えない原発事故の影響と戦いな

がら漁業の復興に全力を尽くし「あきらめない」と語る姿に胸が熱くなりまし

た。長く苦しい時の流れの中にあっても揺るがぬ意志をもって行動し続ける被

災地の方々のために祈り、心からのエールを送り続けながら、私たち自身も自

分に与えられた日々のすべてに感謝し、元気を出して笑顔で過ごしていきたい

と思います。 

  

 

「ひとりの小さな手」  

ひとりの小さな手 何もできないけど  

それでもみんなの手と手をあわせれば 何かできる何かできる 

       ひとりの小さな目 何も見えないけど  

それでもみんなのひとみで見つめれば 何か見える何か見える 

  ひとりの小さな声 何も言えないけど  

それでもみんなの声が集まれば 何か言える何か言える 

       ひとりで歩く道 遠くてつらいけど  

それでもみんなのあしぶみひびかせば 楽しくなる楽しくなる 

  ひとりの人間は とても弱いけど  

それでもみんなが集まれば強くなれる強くなれる 



◇ 活 動 報 告  

○ ２０１８年８月３１日のげやまフェスティバル 

自然災害被災地支援募金              １４，００４円 
幼稚園の「のげやまフェスティバル」当日、自然災害の被災地支援の募金を行いま
した。多くの子どもたちの小さな手から寄せられた募金の重みに、一人ひとりの小
さな手で小さな支援を届けていくことの大切さを改めて感じました。 
ご協力ありがとうございました。                      

 

○ ２０１８年９月６日 

岡山県倉敷市真備町カナリア保育園へ支援金送金 ８０，０００円  
  豪雨災害の被災地にどのように支援をしたらよいかと思案していたところ、真備 

町の保育園をご紹介いただきました。今までの募金を合わせて支援金をお送りしま
した。保育園の壁に掛けた時計のところまで水につかってしまいほとんどの保育備
品が使えなくなってしまったそうです。 

  先日、支援金のお礼のお電話をいただきました。  
  真備カナリア保育園は用具がみんな水につかってしまい使えなくなってしまったの

で運動会はできず、他園の運動会が終わったら、用具を借りて少しでも運動会をや
りたいとおっしゃっていました。まだまだ大変な状況です。 

  今後も少しずつでも支援を続けていければと考えています。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



○ ２０１８年９月２３日 (日・祝) 
  第 19回 東日本大震災支援チャリティーコンサート開催 

 
   
 
 
 
 
 
 
 

 
 Handbell Company 一音 & 
          Handbell Ensemble YD 
 
Handbell Company一音 & Handbell Ensemble YDの皆さんは第 11回のチャリティーコン 

サートにも出演してくださいました。５オクターブのハンドベルを使って、さまざまな 

奏法を使った素晴らしい演奏に酔いしれるひと時となり、ご来場くださったたくさんの 

方々とご一緒に被災地に思いを馳せる豊かな時となりました。 

感謝いたします。 

 
            ↞見てください！ 
              一番大きなベルと一番小さなベル。 
              コンサート終了後、近くでベルを見せていただき、  
              参加された子どもたちも喜んでいました。 
 
 
  
 
 
 
 
 
  チケット代   ９０，０００円  手芸品バザー  ７４，９２０円 
  ケーキバザー  ３４，７００円  香り募金    ４５，９５５円 

                    その他募金   ３４，９３１円 
   
 出演者交通費などの経費を除くチケット代とバザー売上げ等は、次の通り被災地に送

らせていただきました。残金につきましては、突発的な自然災害への支援など今後の

活動に使わせていただきます。 

 
 ○南相馬 聖愛保育園こども園へ      ２０，０００円 
  ○震災支援音楽プロジェクトへ       ３０，０００円 
 ○岡山県倉敷市真備町カナリア保育園へ     ５０，０００円 
 ○日本赤十字社を通して北海道へ        ５０，０００円 
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◇今後の予定 

 

○第 20 回 東日本大震災復興支援 チャリティーコンサート 

 ２０１９年３月１７日(日)１３時   開場 

             １３時３０分開演 

 

         ピアノ    小池 節子さん 

         フルート   中瀬香寿子さん 

 

 

コンサートの詳細は、後日、ちらしやＨＰにてお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 
 


